
 

 

 

 

第３号議案 

平成２８年度 事業計画（案） 
 

【１】理事会の開催      

 原則として毎月 1回開催します。 

 

【２】研修・支援事業           

☆ 市民活動を支援します。  

 花と緑で安らぎの空間を作る「かみね公園ボランティア 花友」の花壇作り活動を

事務局としてサポートします。また、ボランティアのスキルアップ講座の実施と共

に、花友の自立に向けての支援も進めます。 

 

☆市民農園事業を通して、地域交流や生きがいづくりを支援します。 

耕作放棄地を活用し、緑や土と触れ合う場としての「ふれあい貸し農園 とまと倶楽部」

の運営・管理を行います。 

 

☆ 活き活きとした豊かな市民社会の実現を目指します。 

市民・大学・企業・行政などの様々なセクターをつなぐことにより、協働の仕組みづく

りを進めます。また、地域の課題解決に対して市民の役割、行政の役割、企業の役割な

どについても考えます。 

 

☆ 「東日本大震災」で被災した子どもと保護者を支援します。 

原発事故による放射能問題で不安を抱えるいわき市内の子ども達や保護者を招待し、

外遊びや体験活動により、日常的な環境から離れた場所で心と身体をリフレッシュ

する機会を提供します。 

 

【３】委託事業       

 

☆ 子どもの教育に取り組みます。 

経済的な問題を抱えている家庭の子どもの貧困は、“負の連鎖″による貧困層の固定

化を招く恐れがあります。その連鎖を断ち切り、子どもが将来への夢や希望の持てる

ような社会にしていかなければなりません。「塾に行けない」「勉強を見てくれる人が

いない」など、学習環境に恵まれない家庭の子どもに対し、社会人や大学生による「学

習支援」の更なる充実を進めます。 

また、親への「就労支援」や「生活支援」の取り組みも進めます。 
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☆ 子育てと就労の両立を支援します。 

「病後児保育」と「一時預かり保育」のための「さくらんぼキッズルーム」の運営に

取り組み、若い世代の就労・子育て環境の充実を図ります。 

「病後児保育」：子どもが病気の回復期にあるが、集団保育や家庭での保育が困難な

場合に、看護師と保育士が責任をもって預かります。 

「一時預かり保育」：パート就労、産前産後、リフレッシュ（買い物・通院）など様々

な理由により、家庭での保育が困難な場合に預かります。 

 

☆ 花と緑のまちづくりを進めます。 

 かみね公園入口を「花と緑で安らぎの空間を演出する。」ための、花壇管理の充実を図り

ます。 

 

【４】情報発信事業     

☆ 情報誌「with you インフォメーション」を発行します。 

内 容：ＮＰＯ，市民活動団体への情報提供と情報交換を図ります。 

☆ ホームページの充実を図ります。 

リアルタイムな情報の発信に努めます。 

 

【５】相談・支援事業    

「新しい公共」の担い手としての NPO の役割がますます大きくなる中、ＮＰＯ法人の

設立や活動の相談・支援を強めます。 

 

【６】その他        

☆ その他、随時講演会、イベント等を開催し、「with you」やＮＰＯへの理解を深め、

会員の拡大と事業収入の増大を図ります。 

☆ ＮＰＯ法人との連携を強化します。 
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